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家 畜 と 家 僕 (谷)
図3 誘導羊/山羊の諸タイプの分布




































































































































































































































































































































































































































































いう,群コントロールの技法を紹介 した｡そ してこの去勢牡誘導羊が,｢管理するもの (牧






能力を犠牲にして獲得 している｡ そして,このような去勢牡誘導羊の位置と働 きににきわめて
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人 文 学 報
いないということである｡(図2,3参照)｡
ここで,｢管理するもの (牧夫)｣ と ｢管理されるもの (家畜)｣ という関係性の中で,この去
勢牡誘導羊がとる役割が,｢管理するもの (皇帝)｣と ｢管理されるもの (人民)｣という関係性
の中で嘗官がとる役割と同形であるばかりか,両者が発想されただろう地域が同じく重なりあ






(pasu) という語が,家畜を表す四足の (pasu) という表現で現れるだけでなく,二足の
(pasu)という表現をもってもあらわれることを指摘している｡ つまり前者が,家付きの動物
(ドメスティック･アニマル)を指すとすれば･後者 表3
は家付きの人間 (家僕や奴埠などにあたるドメステ ヴェ-ダ文献 (占milBenvenisteによる)
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